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仕　　様　　書
			
１　調達物品及び構成内訳		
白内障手術装置　　１式
			
			
２　技術的要件		
 (1)本件調達物品に係る性能、機能及び技術等の要求要件は別紙のとおりである。
 (2)入札機器の性能等が技術的要求要件を満たしているか否かの判断は、医療局業務支援課において入札機器に係る技術仕様書その他の入札説明書で求める提出資料の内容を審査して行う。		
			
３　その他		
 (1)入札機器は、入札時点で製品化されていること。		
 (2)入札機器のうち、医療機器に関しては、納入時点で「医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の確保等に関する法律」に定められる製造の承認を得ている物品であること
 (3)リモート保守を利用する場合は、事前に病院の指示を受け医療局医事企画課へ必要な申請をすること。		




件名		白内障手術装置

装置構成	本体			
		フットスイッチ
		リモートコントローラ
		付属品（ハンドピース他）

装置仕様
· ハンドピース：灌流圧センサーを内蔵したハンドピース、術中の灌流圧をハンドピース内でモニタリングすることが可能、超音波トーショナルオシレーションのみ、または従来のフェイコと組み合わせ、あるいは従来のフェイコの代替として使用可能であること。
· ハンドピース：超音波トーショナルオシレーションのみ、または従来のフェイコと組み合わせ、あるいは従来のフェイコの代替として使用可能であること。
· インフィニティ　ネオソニックス　OZil　ハンドピース：超音波トーショナルオシレーションのみ、または従来のフェイコと組み合わせ、あるいは従来のフェイコの代替として使用可能であること。
· 迅速、スムーズな吸引を取り入れた高性能な流体制御機能であること。
· フロントパネル、フットスイッチ、またはリモートコントローラでの迅速、スムーズな流体制御機能を取り入れたアクティブ フルイディクステクノロジーであること。
· フロントパネル、フットスイッチ、またはリモートコントローラでの従来のグラビティーフルイディクス用の自動制御可能なIVポールであること。
· プログラミング可能な眼内圧目標設定ができること。
· プログラミング可能なマルチマイクロプロセッサ搭載であること。
· ディスポーザルタイプのフルイド　マネジメント　システム（FMS）の形態に集約化されたカセット、チュービングパックであること。
· ベンチュリ・エミュレーション機能であること。
· 軽量、かつオートクレーブ可能なINTREPID AutoSert  IOLインジェクターハンドピースを備えたパワーアシスト式眼内レンズ挿入補助機能があること。
· 5000 cpmの速度で前眼部硝子体プローブを駆動する能力があること。
· バイポーラコアギュレーション機能があること。
· U/Sパワーの連続、パルスおよびバーストを含むU/Sパワー制御とデューティサイクルマネジメントのモードがあること。
· フェイコステップにおけるU/Sパワーのフットスイッチによる無線リニア制御ができること。
· I/A、Ant Vitおよび水晶体摘出時における吸引流量(AFR)のフットスイッチによる無線リニア制御ができること。
· I/A、Ant Vitおよび水晶体摘出時における吸引圧のフットスイッチによる無線リニア制御ができること。
· 眼内レンズ挿入時のフットスイッチによる無線リニア制御ができること。
· オンデマンド式連続灌流であること。
· フットスイッチによるプログラム可能な加圧リフラックスであること。
· IOP、吸引圧と吸引流量を必要に応じて変更可能。（フェイコモード、I/Aモード、Ant Vitモード）であること。
· タッチスクリーン、リモートコントロール、またはフットスイッチを使用した、手術ステップの切り替えができること。
· システムの作動状態を確認する可聴音の発生ができること。
· 手術ステップまたはモード変更時の音声確認ができること。
· アーティキュレーティングなフラット画面：タッチスクリーン式アクティブマトリックスカラー液晶ディスプレイであること。
· 高性能なグラフィックユーザーインターフェースであること。
· マルチチャンネルのワイヤレスリモートコントローラであること。
